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平 成24年 度 共 同利 用 研 究 活 動 の 中 で 作 成 され た研 究 の成 果 に よ る

学 術 賞 お よび 学 術 論 文 誌 に発 表 され た 論 文

[査読 付 き論 文]

●24WM-03(代 表:押 田京 一 、長 野 工 業 高 等 専 門学 校)K.Oshida,M.Murata,KFujiwara,

TItaya,TYanagisawa,K.Kimura,T.Nakazawa,YA.Kim,M.Endo,B.-H.Kim,K.S.Yang:

Stnlcturalanalysisofnanostnlcturedcarbonbytransmissionelectronmicroscopyandimage

processing,AppliedSurfaceScience,(inPress)

[そ の他:学 会 口頭 発 表]

●24WM-Ol(代 表:木 島正 志 、 筑 波 大 学)島 田武,木 島正 志,畑 俊 充:「 ヒ ドロキ シエ チ

ル セ ル ロー ス 由来 微粒 子 状 炭 素 の調 製 」、第39回 炭 素材 料 学 会年 会 、8月 、2012.

●24WM-02(代 表:中 谷 誠 、 宮 崎 県木 材 利 用 技 術 セ ン ター)中 谷 誠 、森 拓 郎 、 小

松 幸 平 、 中島 昌一:CLT(Crosslaminatedtimber)か らのLSBの 引 き抜 き性 能 、 日

本 建 築 学 会学 術 講 演梗 概 集 構 造 皿 、pp.303-304、2012.

●24WM-03(代 表:押 田京 一 、長 野 工業 高 等 専 門学 校)K.Oshida,M.Murata,KRjiwara,

T.Itaya,K.Osawa,M.Nishiiri,YY句ima,TYanagisawa,K.Kimura,T.Nakazawa,K.Y

Jung,K.C.Park,M.Endo:StructuralAnalysisofCarbonNanotubes鉛rEnergyStorageby

ThreeDimensionalandHighResolutionTransmissionElectronmicroscop脇TheAnnualW6rld

ConfbrenceonCarbon(CARBON2012),Krakow,Poland,758,(2012.6)

●24WM-03(代 表:押 田京 一 、長 野 工 業 高等 専 門学校)西 入 真 央,渋 谷 み さき,押 田京 一,

村 田雅 彦,藤 原 勝 幸,板 屋 智 之,柳 澤 隆,木 村 晃一,遠 藤 守信:エ ネ ル ギ ーデ バ イ ス用

カー ボ ンナ ノチ ュー ブ の透 過 顕 微鏡 と画 像 処 理 を用 いた構 造解 析 、 第39回 炭 素材 料 学

会 年 会 要 旨集,PIO8,p.58(2012.ll)

●24WM-04(代 表:明 石 浩 和 、 京都 府 農 林 水 産 技 術 セ ン ター)明 石 浩 和 、森 拓 郎 、 田

淵 敦 士 、 宅 間健 人:設 置 後8年 経過 した木 製 治 山ダ ム の部材 曲 げ強 さ、 第63回 日本 木

材 学 会 大 会 ポ ス ター発 表 、3月 、2013.

●24WM-05(代 表:北 川裕 之 、 島根 大 学)永 尾 幸 次 朗 、 山 田千 弘 、 北川 裕 之:MAに よ

り作 製 したBiO.5Sbl.5Te3の 熱 電 特性 に及 ぼす 混合 助 剤 の影 響 、 日本鉄 鋼 協 会 ・日本 金

属 学 会 中国 四国支 部 鉄 鋼 第55回 ・金 属 第54回 合 同講 演 大 会,2012年8,月9～10日,

鳥 取 大 学 工 学 部(鳥 取 市)

●24WM-07(代 表:本 間千 晶 、北林 産 試)本 間 千晶 、畑 俊 充:第10回 木 質 炭化 学会"木

質 熱 処 理 物 の化 学 構 造 お よび 金 属 イ オ ン処 理 に よ る錯 体 の形 成"、19-20(2012).

●24WM-08(代 表:野 田康 信 、 北林 産試)森 拓 郎 、 野 田康 信 、森 満 範 、 戸 田正 彦 、

小 松 幸 平:強 制 腐 朽 処 理 を施 した 木 ね じ接 合 部 の 一 面せ ん 断性 能 評 価 、 日本 建 築 学 会

学 術 講 演梗 概 集 構 造 皿 、pp.609-610、2012.
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●24WM-08(代 表:野 田康 信 、 北 林 産試)森 拓 郎 、 野 田康 信 、森 満 範 、東 智 則 、

戸 田正 彦 、小 松 幸 平:"強 制 腐 朽 処 理 を施 した 木 ね じ接 合 部 の 一 面せ ん断性 能 そ の2

腐 朽 源 ユ ニ ッ トを用 い た場 合"、第63回 木材 学会 大 会 研 究発 表 要 旨集 、CD-ROM、2013.3

●24WM-10(代 表:瀧 野敦 夫 、奈 良女 子 大 学)TakuroMori,AtsuoTakino,WataruKambe,Kohei

Komatsu:LateralPerfbrmanceofWoodenPortalFrameCombinedWithShearWallusing

Plywood, .ρ潤ocθθ4加g8(ゾ 〃℃7五2012,Auckland,NZ,2012.7

●24WM-12(代 表:井 上 正 文 、大 分 大 学)TANAKAKei,KAWANOKotaro,NOGUCHIYUji,

MORITakuroandINOUEMasafUmi:ProposalofCalculationMethodfbrPull-outStrength

ofGlued-inrodConnectorEmbeddedinPerpendiculartotheGraininGlulam,μocθ θ4∫ηg3(ゾ

〃C7E2012,Auckland,NZ,2012.7

●24WM-12(代 表:井 上 正 文 、 大 分 大 学)姜 暁 光 、 伊 東 和俊 、 田中 圭 、 森 拓 郎 、 井

上 正 文:接 合 金 物 と接 着 剤 を併 用 した木 材 接合 法 の強 度発 現機 構 に 関す る研 究(そ の

12)材 端 部 に繊 維 直 交 方 向挿 入 され た 場 合 の 強 度性 能 、 日本 建 築 学 会 九州 支 部 研 究 報

告 、 第52号 、pp.697-700、2013.

●24WM-12(代 表:井 上 正 文 、 大 分 大 学)栞 野 利 博 、 野 口雄 司 、神 戸 渡 、 田 中 圭 、

森 拓 郎 、井 上正 文:繊 維 直 交方 向 に挿 入 したGIR接 合 部 の割 裂 耐 力 推 定 法(そ の3)

支 持 ス パ ンが割 裂 耐 力 に与 え る影 響 、日本建 築 学 会 学術 講 演 梗 概集 構 造 皿、pp.567-568、

2012.

●24WM-13(代 表:神 戸 渡 、東 京 理科 大 学)田 中 圭 、姜 暁光 、伊 東 和俊 、神 戸 渡 、

森 拓 郎 、井 上 正 文:繊 維 直 交 方 向 に挿 入 したGIR接 合 部 の割裂 耐 力 算 定 法 につ いて

(そ の3)支 点 間 距離 が大 き い場 合 の割 裂 耐 力 、 日本 建 築 学 会 九州 支 部 研 究 報 告 、 第

52号 、pp.705-708、2013.

●24WM-13(代 表:神 戸 渡 、東 京 理科 大 学)野 口雄 司 、姜 暁行 、神 戸 渡 、田中 圭 、

森 拓 郎 、井 上 正文:繊 維 直 交方 向 に挿 入 したGIR接 合 部 の割 裂 耐 力 推 定 法(そ の1)

コンパ ク トテ ン シ ョン試 験 に よ る破 壊 靱 性 値 を用 い た推 定 法 の提 案 、 日本 建 築 学 会 学

術 講 演 梗概 集 構 造 皿 、pp.563-564、2012.

●24WM-13(代 表:神 戸 渡 、東 京 理科 大 学)田 中 圭 、姜 暁行 、野 口雄 司 、神 戸 渡 、

森 拓 郎 、井 上 正文:繊 維 直 交方 向 に挿 入 したGIR接 合 部 の割 裂 耐 力 推 定 法(そ の2)

コンパ ク トテ ン シ ョン試 験 に よ る破 壊 靱性 値 を用 い た推 定 法 の検 証 、 日本 建 築 学 会 学

術 講 演 梗概 集 構 造 皿 、pp.565-566、2012.

●24WM-14(代 表:小 松 幸 平 、京 大 生 存研)小 松 賢 司 、闘 澤利 、中島 昌一 、W6n-ShaoChang、

小 松 幸 平:脚 部 にLSB一 鋼 板 添 え板HTB締 め長 孔摩 擦接 合 法 を用 い た ス ギCLT高 性 能

耐 力 壁 の 開発 、第63回 日本木 材 学 会 大会 発 表 要 旨集 、CD-ROM、2013.3
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